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便通の阻害によって種々の全身的症状が現われることについては臨床諸家の認める所であ
るO 比較的短時日の便秘であっても不快感，腹部重圧感を発し，便秘が長時日にわたる際に
は，疲労感，憂うつ症，頭痛，肱畳などの神経症状を起す。時に肩凝，腰痛，神経痛などを訴
える場合もあるO 其の他消化器症状は多様に見られる食思不振，U~気， n巨吐等があり，時に胃
痘撃の症状を発することがある。叉病理学的にも慢性便秘患者の腸管の拡張，腸管の無気力
性，潰癒その他の病的所見が知られて居るのみならず，肝臓にも病的所見を見出すという学者
もあるO
便秘は一つの身体症状であって，その原因も多様であると考えられるから，便秘の結果現わ
れた病変であるか，或る病変のために現われた便秘であるかを明瞭にすることは困難な場合が
多いと云う。
便秘を来す原因として，腸管の器質的並びに機能的な障害，腸管に及ぼす神経系統の作用，
食物の性状と運動不足との関係，腹圧の減少，内分泌との関係等が挙げられており，便秘発生
の機転の多様性を示しているO
本報告で取り挙げた糞便菌叢の研究目的は，大局的にこれを見れば，便秘による身体障害の
原因を追求することであるが，特に今回は焦点を絞って糞便の腸管内滞留という現象が細菌学
的にどのような変化を生ずるかを確めたものであるO 従って便秘の機転及び便秘の人体に及ぼ
す影響という点については，実験的に犬に発生せしめた阿片投与による便秘というものが，ど
のような機転によって起ったかということと，他の実験に於て取り挙げた老人性の便秘という
ものが，どのような症状を呈しているか，更に老人性の便秘は何れの原因によるものかについ
て考察したに止まるO
腸管系の健常であることは，健康であることの重要な要因である。叉腸管系の健否と腸内菌
長(本論文の要旨は昭和 30年 11月千葉医学会例会及び昭和 32年 9月第 27回日本衛生学会に於て
報告した。〉
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叢のメランス関係との間にも密接な相関関係があるO 乙、に得た成績を記述する。
第 2章交献的考察
今世紀の始め Metschniko部 1)が老衰の原因とな
り，生命の短縮を来す動脈硬化の原因となるものは
腸内の腐敢現象と関係があり，腸内の腐敗を抑制す
ることによって老衰を予防し得るとしづ説を立てた
のは周知のことである。
最近 Orla-Jensen(2)等は青壮年の糞便菌叢と老
人のそれとの間の差異を研究し， Metschniko妊の
仮説を再検討してしる。この報告によると青年では
Lactobacil1us bi五dusが多く見られ， Strepto-
coccus salivarius及び Clostridium群の菌は全
く見出されな与ったが，老人ではL. bifidusの検
出率が減少し， 5t. saJivarius及び Clostridium
が多く見出されたとし、う。
氏等はこの現象の理由として老年になるに従って
消化管の殺菌，ことに胃液分泌、の減少・が問題になる
と述べてし、る。即ち，胃液分泌の減少による殺菌力
の低下に伴って腸管上部まで生存する菌が多くな
り，この部分に於て Dextrin，乳糖等が消費され，
大腸に到達する糖質が減少し，そのために大腸内に
於けるL. bifidusの発育がさまたげられ，この反
面腸液，謄液の分泌低下により不消化の状態のま L
大腸内に到達した蛋白質が腐敗を起し易い状態にお
かれ，諸種の Clostridium群が増加すると思われ
るというのである。
乳児，幼児に於ては腸管の健否と腸内菌叢のノミラ
ンス関係との相関が極めて密接であることはよく知
られてし、る事実である。
本間氏(3)等の研究によれば，天然栄養児の糞便菌
叢は大腸菌群と腸球菌群の数が略相等しく， L. bi自・
dusの数が両者を透かに上廻っており，このパラ y
スの状態が乳児の健康に相関していると述べてい
る。
前，氏等は腸内菌叢の愛化を招来する外来の要因
として七つの項目を挙げているが，実際問題として
強く影響する外力として筆者は次の三つを選ぶこと
が出来ると思う。 
1) 食餌による影響
2) 体外からの Stress，例えば腸管以外の病原
体感染，寒冷，暑熱，放射線等
3) 腸管内感染，例えば消化器系伝染病原体，大
腸菌0111，055，026等
以上の諸要因の個体に及ぼす影響は，個体の感受
性のd程皮，腸粘膜に於ける局所免疫の程皮或は所謂
馴れの現象の程度，腸管系全体としての機能的盛衰
等によって異なるものであって，年令的に多大の差
違を生ずるものであると思われる。
以上の事柄ーから個体の腸内菌叢のノミランスという
ものは種々の要因によって異ってくるものであるこ
とが知ら;hる。
従って便秘による正確な糞便菌叢のノミランスの愛、
化というものは，同じ年令及び生活条件の便秘及び
通常の 2君74を比較することによってのみ知り得られ 
るものであることとなる。 
市この 2官の比較に於ても，便秘を招来する作用
機転の如何ιよって腸内菌群の変母化の様相に差違が
生ずるものと思われ，叉同じ作用機転に基く便秘で
あっても，個体の差，種胃の差等によって腸内菌叢
の斐化は種々であろうと想像される。
糞便の腸内滞情時間の延長とし、う事柄のみを問題
とするならば，イレウスの場合に見られる腸内容に
ー於ける翻菌叢の愛化も叉参照するに足るものとな
る。
谷口氏仰はイレウスの患者から手術時に於て腸内
容を採取し，叉実験的に家兎にイレウスを生ぜしめ
て腸内容を採取し，正常の場合の腸内菌叢と，イレ
ウスの場合の腸内菌叢とを比較している。この成績
によるとイレウスの場合は正常の場合よりも， 
Clostridium群，例えば B. Welchii， Vibrion 
septique，及び B.ramosus，L. bifidusが多く発
見されたといい，或は Cl. Welchiiがイレウス死
因に関係があるかも知れないと言及している。
本報告に於ては，便秘と糞便菌叢の愛化との関係
を知るため，成るべく単一の条件で比較出来る 2群 
に就いて実験を行い，得られた結果に就いて考察を
試みたものである。
実験 1は阿片を与えて薬物性の便秘を起きしめた
犬の群に就いて，阿片投与前と投与後の糞便菌叢を
比車交したものである。
腸管系に対するモルヒネの作用問はアウエルノミツ
ノ¥神経叢の知覚感受性を鈍麻して外来の刺激に応ず
る作用を減少せしめ，腸の臨動運動を抑制するもの 
と考えられている。
この際迷走神経及び副交感神経による神経支配仰 
の相違から，惇液，腸液並びに唾液の分泌量減少が
あるが，胃液はかえって分泌量を増加することが知
られている。又慢性阿片中毒となると便秘の外，食
息不振が著明となってくるから，この場合は特殊な
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第 3章実験方法
(工〉実験1. 阿片チンキ投与犬に関する実験
生後 3~4 カ月の幼犬を 2 週間一定の食餌により
飼育し，以後食簡を一定にし，阿片チゾキ(三共製	
一 事 杯 一  
戸川川)川川川  
川 川
0.1% 1 2溶液〉を空腹時に 日 回，胃カテーテルを用	
腸 
いて投与した。投与量は毎日総量 3.0cc~ 8.0ccで
あり，便秘の状況及び一般状態の斐化を観察しつ L
便秘の最も起り易い条件を選んで投与量を加減し
た。一般状態が不良に陥った場合は投与を中止し
た。
則的
河川
f，飼育は各個に屋内の犬舎に収容し土壌摂占j、 
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取，糞使摂取のないように管理した。
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糞便試料は採{更管を用いて外界菌の混入を可及的
さけて大腸内容を 20g前後採取したものである。
細菌試験に於ては採取全量を類、菌的に混和し，その 
0.5gを秤量して含有菌群数の測定に供した。菌数
測定，	 pHの測定法等は後に記述する。 
(ll)実験  2. 老人の便秘に関する実験
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要因による便秘現象であるということになる。
実験  2は，某養老院に於て同一食餌を摂っている
老人に就いて，現在病状を認めない 10人と，便秘の
外は症状を有せず，習慣性に 3~4~5 日に 1 回排便
するもの 10人を選び，夫々の糞便に就いて細菌学 
的検査を施し，毎日排便のある老人の糞便と，一定
便秘後の糞便との細菌叢を比較したものである。
この場合老人はもともと青壮年と具った糞便菌叢
を有するから，便秘によって表われた糞便菌叢の相
違は老人特有のものであろうと思われが，使秘機転
が腸管娯動の不足，腹庄の侭下ぇ運動の不足等より
来る自然のものと思われるので，腸内滞留による糞
便内定IH菌の~化を正しく知ることが出来るものと考
えられる。
実験  1及び  2のみの成績からあらゆる便秘の場合
の糞便内細菌叢の愛化を推察することは出来ない
が，腸内菌叢に~化を菌'らす要因として腸内容の腸
管内滞留時間というものが確かに一つの要因となり
かなにる 例然有吉 日ら使於。J1るの比け合制於場と千キ千今のきコ(ニしこよいはとこりむ治浜枇伽瓢宅野崎宮々 藤枇井林庄一町本田便条る三水柴清佐斎湖岩小竹荏橋鴇割安木藤早杉久'秘け氏 
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被検者の選定に当つては，同院診療係の杉山三郎 ilusのみを選択的に発生せしめる目的を以って作
博士の診断に基き，更に筆者は現症並びに既往歴に られた培地であって，嫌気培養に用いる。本培地は
関する問診を行った。その概要は表 1の如くである。 本来乳児の糞便中のL.acidophilusを選択的に培
実験は 5回に分け，毎日便通のある老人 2名と便 養するために作られたものであるが，筆者等の経験
秘後初めて排便のあったもの 2名に就いて同時に検 によると犬その他の動物の糞便では時に少数の球
索を行ったものであり，同一人について繰返し試験 菌，或は他の樗菌の発生を認めることがあったか
をすることはなかった。 ら，平板に現われた集落形及び細菌性状を調査して
向，食事状況は全員同じであることを確め，薬剤 L.acidophilusを選訳して算定する必要を認めた。
の使用， ヨーグルト等の飲用を避けしめた。 (5)Zeissler氏の葡萄糖血液寒天平板: 本培
糞便試料は滅菌シャーレ(直径 20cm，深さ 5cm) 地は腸内嫌気性菌の分離培地として好適なものであ
のものを特に用意し，小便の混入をさけて殆んど全 り，当教室J慣用のものである。この培地を使用し，
便を採取することに留意した。 柳沢氏等(10)の黄燐法により各種の腸内菌を分離培
採取便は，大形冷蔵瓶に納め，教室に運搬し冷蔵 養することが出来るが，各菌群の数の比率を測定し
状態に保存し，採取後 3時間以内に検査を開始した。 ょうとする場合には屡々困難を感ずる。これは腸内 
(TII) 細菌数及び pHの測定 菌群のすべてをよく発育せしめる培地である関係
採取便の外観を観察した後，採便管を用いた犬の 上，比較的少数発育した菌株の集落は多数の菌株に
糞便は全量を混和したものから 0.5gを，老人の大 覆われて算定不可能であることと， Lactobacillus 
量の糞便は，便柱の表面を取除いた後内部の少量ず に属するある種の菌と腸球菌群の或る種の菌と，
つを全体より 10個所集め，全体を混和したものか Clostridium ~こ属するある種の菌とは集落鑑別が
ら0.5gを秤量した。 甚だ困難なことに起因する。このことは平板上に現
混和秤量は無菌箱中に於て無菌的に之を行った。 われた集落数の多い時，及び不明の原因による培地
次に 0.5gの糞便に滅菌生理的食塩水を加えて 5 平板のチョコレート色化の起った場合に特に著るし 
ccとなしこれを滅菌乳鉢中に於て細挫援持し，静 い。
置 30分後の上澄液の一部をとり，滅菌食塩水を用 木報告に於ては，木平板上に現われた全集落につ
いて 10倍， 100倍， 1000倍等に稀釈し，稀釈液の 1 いて予め行った集落形状と細菌性状の相関所見から
滴(約 0.05cc)を夫々の平板上に塗布して夫々の培 一応の分類算定を行った。
養を行った。適当な集落発生を得るために平板塗布 細菌群の分類基準に関しては後述する所である
は同一試料につき 3段階稀釈の各々について 3枚ず が，この報告に於て本培地を用いて特に検出を試み
つ行った。 たのは所謂 ClostridiuTnWelchii類似菌の数及び 
pHの測定は乳鉢中の 10倍稀釈混和液につし、て 所謂 Bacillusbifidus (Lactobaci1us bifidus)の
行った。測定方法は東洋諸紙試験法によったもので 数及び今津氏(11)の Peloton菌の存否についてであ
ある。以上の方法は吉、江氏ののそれに従ったもので る。
ある。 b) 菌株保存用培地 
a) 細菌群算定培地 嫌気性菌は Leber-Leber-Bouillonを，好気性 
(1)2%糖入寒天平板: 好気的に発生する集落 菌は普通寒天斜面及び葡萄糖力日寒天培地を用い，長
の概数及び菌群の大体を知るために用レたものであ 期保存の場合は L-L-Bouillonに流動パラフインを
る。 重層し，叉は葡萄糖寒天高層培地に穿刺培養を行つ 
(2) E. M. B.平板: 好気的に大腸菌群集落を た。
発生せしめるもので，集落型及び細菌性状試験の結 c) 細菌性状試験培地
果から Escherichiacoliのみを算定するために用 細菌の生物学的性状を知るために用いた培地は，
ゲラチン高層培地・ラグムス乳清培地・牛乳培地・こ。7し、 
(3) Azide平板約: 好気的に腸球菌を選訳する 硝酸還元試験培地・ぺプト Y培地 (Vogesproska-
培地であって，集落型及び細菌性試験の結果から， uer反応及び lndol反応試験用)， methlyred培
St. faecalisのみを選定し算定するに用いた。 地・グエシ酸培地等の外，各種糖類分解試験用の培
(4)本聞の平板培地(9): 糞便中の L.acidoph- 地を形の如く作製した。
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各種糖類分解試験に於て，黄燐法による嫌気培養 tose，arabinose，xylose，rhamnose及び man-
を応用する際に注意すべきことは，無水燐酸の培地 nitolを分解し酸及びガスを発生する。 sucrose，
侵入による自然黄斐があることで，この際，液体培 raffinose，salicin，esculin，dulcitol及び glyce-
地を用いる外に 0.8%の割合に粉末寒天を加えた同 rolを分解する株もある。 inulin，pectin及び ad-
じ組成の培地を作製し，これに試験菌株を穿刺し， nitolはごく稀れに分解する株がある。 dextrin，
上面に流動パラフインを重層して培養するか，穿刺 starch，glycogen及び inositolは全株分解しな
高層を嫌気鐘に入れて培養するかして糖分解状況を い。
比較検討することが必要で、あった。 本i試験に於ては各実験の最初]の分離平板につき類
以上の外に， St. faecalisの特性を見出すために 似集落株を 50採取し，これ等につし、て上述の如き 
esculin培地を併用した。 詳細なる生物学的性状試験を行い， E. coJiの集落
第 4章検出菌群の区分及が各菌群の性状 形状との相関を知り，爾後の試験についてはグラム
前章に述べた各種平板培地上に試料を塗布し， 370 染色を行って， グラム陰性梓菌なることを確め，経 
C，好気並びに嫌気的に培養した。培養後平板上に 験的に E.coli集落と思われるものを集計したもの
見出される各種菌群集落をことごとく比較検討し， である。集落のまぎらわしし、場合には， glucose， 
各群に分類して計算することは必ずしも容易ではな lactose分解試験，イシドール反応，グエン酸培地
い。この実験では，区分し算定すべき菌群を次の如 験，メチールレッド反応， Voges-Proskauerを実
〈限定し，主として選訳培地を中心として菌の同定 施して E.coliなることを確めたものである。 
F を行ったものである。 ② Streptococus faecalis 
(1)Escherichia coli，くわ Streptococcusfae- Azide培地平板上に分離された直径 0.5mm--3 
calis，(3) Lactobacillus acidophi1us，(4) Clo- mm程度の黄金色乃至青黄色の集落を計数したもの 
stridium Welchii類似菌， (5) Lactobacillus bi- である。 
fidus (藤川直菌群:F 11)。 幾分長めの球菌であって，菌株によりその大さを
この外に， •Zeissler氏平板上tこ発生した諸種の集 異にする。通常 0.5μxO.8μ程度である。液体培地
落に関しては藤川氏(12)の分類法に従って集計を行 で、は屡々小連鎖を形成し，平板より釣菌したものは
った。即ち， 長軸に沿って並列した特異的な球菌集合状態を示す 
(6)藤JJl工型， II型， m型， IV型の分類を行つ ことが多い。
た。向共の他の菌株として，特徴のあ小数の菌を追 ゲラチンを液化しない。イ Y ド~ J'vを産生しない。
記した。 ラグムスモノレケを赤愛する。通常ラグムス還元前に 
(7)其の他: グラム陰性酵母菌のみ集計し，枯 乳清の探固を生ずる。ベプトン化は見られない。
草菌群，葡萄状菌群は特に集計せず好気性並びに嫌 glucose，maltose，lactose，salicin及び多くの
気性培養に於ける総菌数の中に含めた。 場合 mannitolを分解し，酸を発生する。
菌株分類に当って実施した手技及び各菌群の生物 arabinose，sucrose，ra自 nose，glycer叫及び 
学的性状を述べれば次の如くである。 sorbitolは分解することも，しないこともある。 
① Escherichia coli inulinは殆んど分解しない。
E. M. B.培地平板上に分離された集落中， 紫色 本菌の特長は発育温度限界の広いことと， medi-
乃至紫色金属光沢を有し，周辺平滑円時に少しく umに加えられた物理化学的影響に抵抗性のあるこ
鋸歯状，表面平滑時に微細粒状，叉斑紋状構造を示 とで， 370Cが適温であるが， 50Cでも発育可能であ
す集落を作るものである。梓菌であって通常の長さ り，通常 100C--450Cでよく発育を見，まれなる株 
0.5μ---1μ~3.0μ，グラム染色上陰性で，芽胞，爽 は500Cで発育し， 62.80C，30分間の加温に耐える株
膜を形成しなし、。通常鞭毛を有し固有運動を行う。 も存在する。
グラチ yを液化せず，イソド~ l'vを産生し，牛乳を 2~4~6.5% の NaCl 中に発育する。 
~1回し，ラクムスモルケを赤~し硫化水素を産生 glucose broth pH 4.4~4.0 (最低〕及び pH9.6 
する。メチールレッド反応は陽性であり，グエジ酸 (最高〉に発育可能である。 methylenblue 0.01% 
培地には発育しない。 ---0.1%に耐える。胆汁は本菌をとかし， 又は発育
glucose，fructose，galactose，lactose，mal- 阻止することがなし、。従って鑑別法として， (1)100 
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C~450C Vこ発育する。 (2)60oC，30分に生きのび 

る。 (3)ラクムス牛乳に於ておi間前にラクムスを還

元する。 (4)pH 9.6の培地に発育する。 (5)6.5% 

の NaCl中に発育する。 (6)0.1%の methylene

blue中に発育する。 (7)溶血を生じない。但し通 
  
常緑化を認める。 (8)ゲラチ γを溶解しなし、。を利

用する。本実験に於ては更に escmin分解能の有無

を検した。本菌は esculin分解能を有するものであ

る。

以上の生物性状試験は各実験の最初の分離平板に
ついてこれを行い，集落形と生物性状との相関を知 
り，以後は集落を釣菌柴色し，グラム陽性 Strepto-
coccusなることを確めた後，集計したものである。
集落形不確実なる時は上述の鑑別試験を行った。
③ Lactobaci1lus acidophilus 
本間の培地を用し、て分離培養して生菌数を算定し
た。本培地は東大医学部小児科教室(9)Vこ於て，筑児
よりL.acidophilusを単離する目的をもって作製 
したものであって Winbladの acetic acid me-
dium (1941)に始まる選択培地研究に連らなるも
のである。本培地は Rogosa(lりの SL-Agarの改良『
である。 
木培地の特長は St.faecalis及びL.bifidusを 
除外することが出来る点である。 
然し時に St.faecalisの混在することがある。
(恐らく培地が日くなったものと思う。従って本培
地は 50C以下の暗所に保存し， 3週間以内に使用し
終ることと，加熱を成るべく避けることが必要と思 
われる。〉から集落形上不確実なものは染色鏡検す
る必要がある。
本培地の L.acidophilusの集落は眉平周囲不整

鋸菌状，表面線状紋理を認める青灰色のものであっ

て， グラム陽性拝菌で通常 0.5~0.6 (短径)x 1.5~ 

3.0~6.0 (長径)，時に短かし、連鎖をなす。無芽胞，
無爽膜である。運動性はない。ゲラチンを液化しな
い。牛乳を読図する。この凝固は管底より上部に及
ぶ。
glucose，sucrose，lactose，fructose，galacto~ 
se，mannose，maltoseを分解し酸を発生する。
ra伍nose及び trehalose を分解.するものがあ
木間の平板上に正円形，半球状膨隆を示し，中央
部青緑，周辺の白色の集落を見ることがある。叉，
正円形，柏々周平な集落で，全面淡青白色の集落を見
ることがある。これ等の集落の出現度は L.acido-
philusの 1/ 1O~1/50である。両者とも太し、グラム陽
性梓菌であって， 0.6~1.0μ(短径) x3~5 f1(長径〉
程度であり，屡々菌体染色状況に濃淡不平等を認め
る。これ等の菌の生物学的性状はL.acidophi1us 
に似るが詳細は不明である。本実験に於ては本菌群
の数をL.acidophilusとして算定Lなかった。
④ ClostでidiumWelchii類似菌
嫌気培養に於て Zeissler氏の葡萄糖化血液寒天 
培地上に出現する集落中溶血を認、め，空気中に放置
する時は緑色を帯びて来る所の正円形叉は不正円 
形，時に扇平で表面粗縫な集落を総称したものであ
る。この菌群は Cl.Welchii vこ冒するものであっ
て， グラム陽性の梓菌で， 1.0μ(短径)x 1.5μ~4.0 
μ~8.0μ(長径〕の大さで、運動性を認めない。芽胞
は楕円形で仁11央叉は左右に移動する。菌体は膨降し 
ない。牛乳中に酸を発生し凝回せしめる。ガス発生
盛んであるが競塊は消化されない。 indol陰性，
glucose，fructose，galactose，mannose，malto-
se，lactose，sucrose，xylose，trehalose，ra自・
nose，starch，glycogen及び inositolを分解し・
てガスを産生する。 mannitは分解しない。 salicin
は稀れに分解する。アルプミシの混同物は之を溶解
しない。硝酸還元は陽性である。
Zeissler氏の平板上の溶血のみを指標にして釣
菌し，梓菌休のみを染色して選定すると， Cl.sporo・
等をもsepticuml.C，hemolyticum 1.C，genes
算定するこtとどなる。
各試験毎に最初の集落に関してはその同定を試
み，上述の細菌性状に一致する集落を C1.Welchii 
として計算し，以後の試験に於ては経験的に類似集
落を釣菌し染色鏡検後 C1. Welehii類似菌主して
算定を行ったものであるから，厳密には上述の諸菌
が混在する可能性があり，夫々の菌は発育最適温度 
の相違，疑問蛋白質叉は肉類消化能力の有無、， イソ 
ドール反応，硝酸還元，運動性の有無，ガス発生の 
程度，牛乳塚田の状態及び凝塊の消化の有無，芽胞
る。 dextrinには殆んど作用しなレ。通常 xylose， の位置及び形態の相違等より分類する必要がある 
arabinose，1・hamnose，glycerol，mannitol，dul・ が，木実験ではこれを全集落に就て行わず，特に不 
titol及び inositolは分解しなし、。最適発育温度は 確実なりと思われる集落に就てその都度精密試験を 
370C，20oC~220C 不発育， 430C~480C が最高温度 実施したものである。
である。 ③藤川 1，II，UI，IV型
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分類規準は藤川氏の原著に詳述されてあるが，夫 roides bifidusは Lactobaci1lusbifldusとして，
々の菌群の概要を示せば次の如くである。 F.lV群の Bacteroidestortuosus は Lactoba-.
(1)藤川第工型 (F.工)Bacteroides variabilis cillusの Appendix1lIとして Genus1. Elibac・ 
Distaso近似菌群 terium prevotの9番に Eubacteriumtortosum 
グラム陰性の Coccobacillus， I隔 0.6~0.8μ，長 (Debono)とし挙げられている。
さ1. 0~ 1. 5μ で楕円形の球菌に見えるが，時に先端 Zeissler民平板上の集落形とグラム染色所見の
鈍円の梓菌状を成す事がある。菌体a染色悪く，所 みから，或る程度上述の藤川の 4型を分類し記載す
々染色して頼粒状となり{也の部分は染色しなし、事が ることは可能であるが，細菌群の消長を明らかにし
ある。叉屡々菌体の周囲だけ染色して中心1}l)が染ま たし、と思うような場合に，消長の程度がよほど著明
らぬ事がある。叉両端のみ染色する事もある。集落 でなし、かぎり数値の上に明らかな差を見出すことは
は粟粒犬，正円形，水滴様透明で、ある。溶血を示す 困難である。細菌の生化学的性状については F.II，
事はなし、。ゲラチン液化せず。インドール産生する F. m，F. lVは類似し何れも Lactobacillusの牲
ものと，しないものあり，ラグムス赤愛し，牛乳を 状に近似するから'之れ叉鑑別の指標にはなり難い
凝固する。 、 と思われる。 
(2)藤川第E型 (F.II) 以上の観点から本実験に於ては， Zeissler氏平板
B. Peloton今津を含む Bacteroidesoviformis 上の集落は Cl.Welchii類似菌の計数を主とし，
近似菌であって，グラム陽性の小梓菌，通常幅 0.5~ 染色所見から明瞭に区別される F.工型，菌体所見
0.8μ，長さ1. 5~2.5μ{立で，単独叉は屡々連鎖を形 から明瞭に区別され得る L. bifidusを次に重要視
成する。 したものである。
集落は直径約 1mm位，薄白色，円形，梢々扇 B. Peloton今津， F. II，F. lV型，腸球菌及び
平，時に中心が高〈なって白色味強くなるものもあ 乳酸菌の区別は経験的に集落所見及び顕微鏡所見よ
る。ゲ、ラチシ液化せず，インドールを産生しなし、。 り見当をつけたものである。
ラグムスを赤恋しなし、が牛乳を強く凝固する。 第 5章実験成績
(3)藤川第耳型 (F. 1lI)B. bifidus (工〉 阿片チゾキ投与犬に関する実験成績
グラム陽性の拝菌，大さは幅 0.5~0.8μ，長さ 3~ 実験犬に対する阿片チユノキ投与の実績と一般症状 
6μ，有頭状，分枝状，単純型の 3型がある。集落は の一部 (3例〕を表示すれば表 2の如くであり，ー 
0.5---2.0mmの円形で厚<，白色又は赤褐色で，主 般に食慾減退し，元気なく曙眠状態となり体重の減
として軟し、が，時として硬く脆し、事がある。溶血は 少が認められた。便秘状態は強く現われ，全般的に
示さない。ゲラチシ液化及びイ Y ドール産生なし。 3--5日，長いものは7日間の便秘を認めた。
ラグムス赤Z互い牛乳を凝固する。 糞便細菌叢の菱化及び pHの恋化の一部 (3例〉 
(4)藤川第lV型 (F. lV)B. tortuosus Debono は表3(1， 2，3)に示した如くであり，全 7例につし、
近似菌群 てみれば No.1及びNo.2に於ては，夫々 E.coli 
グラム陽性の梓菌で大さは幅 0.5μ，長さは 4~8 のわずかな減少及び 1/10前後の減少が認められ，共 
μ位の細長し、糸の様な梓菌である。単独で存在する にL.acidophilus，St. faecalisについて 1/10乃
事は殆んど無く，常に特有の連鎖を形成し槌れた糸 至 1/10の減少が認められた。
の様に見える。集落は 1~3mm{立の直径で，辺縁 No.3に於ては E.coliの 1/10tJ.、下の減少とL.
不整，属平，薄い白色味を呈し，表面は粗髄であ acidophilusの 1/10旬、下の減少を認めたが， St. 
る。溶血はない。ゲラチン液化せず，インド{ル産 faecalisは逆に増加し 1000倍の多数となったこと
生なし。ラグムスは赤安喰ず，牛乳を灘間する。 を認めた。
上述の如く F. 1として総括される菌は Bacte- No. 4では E.ccli増加が認められ， 1 ~2週間 
roides variabilis Distaso(13)近似菌であって，近 目には約 100倍近く増加したが， St. faecalisは略
年もこのま与に分類されているが， F. I近似菌と 増減なく， L. acidophilusは 1/100以下に減じた。
して挙げられている Bacteroides oviformis No. 5に於ては， E. coliが 2週間目に 100倍近 
Levin und Soppelandは Lactobacil1usbi日dus く増加したが，その他の時期にほ大差なく，L.
くTissier)に入れられている。向 F.1lI群 Bacte- acidophilusは 11100以下の減少を示した。
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表 2. 実験犬に対する阿片投与と一般症状の概要表 (2)
 
番号|実験日数| 2-I3 I4 5 I6 I7 j8 I9 I~ 而 I 12 

I 阿片チ γキ{ 6.04.02.0 2.0投与量ぐcc)f
食慾 普通|普通 i普通|普通 普通 1/2 
No.31元気 良|良|良|良|柏 良
普通普通
稿不良良 良相不良 不良 良ι f“日良一一一似 +一A 4吐使一キ吋慾気吐便一キ吋慾気吐便一数一十| 十 十十1+1 十 。
一チ志一チ監二日一ア二一「:二段一-一ー軒食;排一匹食;排一四一一川 け 号一一肌一肌 二世 6.04.0 6.04.0 4.0.0o
間良一十一 
0
問良一+一日一
f2 

ミ良 不良 
不良
4.0 4.04.0 
普通
良不良 不良不良
十 
一+ 。6.06.04.0 
ω
出良一十一 
ω
間良一一一一回一
一 一 川 洋 戸 一 戸 一 

Ui
不一十二日一
一梢一一一
普通
不良 相不良不良不良不良 不良不良
十
十
投食阿与片量チくゾc慾cキ;} 6.0 tutjlム1rl!?ljlrl13l 
ヌ必己=し=No.5 元 良
晦 吐

封t 便
 + 177I717J7l-
No.6に於ては， E. coliが 10倍以上の増加を E. coli 、の増加傾向を示したもの 7例中 4例 
示し， L. acidophilusは僅かに減少を示し， St. St. faecalis増加傾向を示したもの 7例中 1例 
faecalisも僅かな減少を示すのみであった。 L. acidophilus増加傾向を示したもの7例中 2例
No.7に於ては E. coliが 10倍以上の増加を示 であって， L. acidophilusの減少程度が大きく認
しL.acidophilusは 100倍に近い増加を示し， められた。 
St. faecalisのみが僅かな減少を示した。L.acidophilus及び St.faecalis の数と糞便
以上の如く， E. coli，L.acidophilus，St. fae- pH の安動を観察すると，何れも 4.8~6.4~7.0 の範 
calisの3菌群の消長を比較してみると，その消長 囲であって， NO.4の pH7.0を除けば他の 6例は
の傾向には全例に一致した点を見出すことが出来な 何れも 4.8 ~6.4の聞にある。特に pH6.0以下の
かったが， No. 3，No. 5，No. 6，No. 7 v;こ於てはL.acido-
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phiusか， St. faecalisか何れか一方が増加する しく増加し， L. acidophilusが著しく減少したこ
か， No.6の如く両者共殆んど増減を示さないこと とを示していた。
を認めることが出来た。 以上の結果を通覧すると，小犬に於ける阿斤によ
pH 7.0附辺を示した No. 4 Vこ於ては大腸菌が著 る便秘に於ては，糞便の pHが一般に酸性側に傾き
糞便中に於ける細菌数は一般に増
表 3の1. No. 3 合 雑種，茶 3，070g 
加の傾向を示さず，多くは L. 
実一尿 
地一数
Qd
一
均一「」一×F「
U
q on unU噌E - a×CU1E
品
4x107 6x107 2.6x107 
I 2.0x108 1.2x 108 4x10月 
E 2.0 X 108 6.2X109 7.2x10円
E 1.0 X 109 8.0x109 7x108 
IV 
一
菌 8x106 6x107 8.0x107 
L.acidophi1us 9.8x109 1.2x109 8.2x108 
の り-n u司E4×ワ 臼唱' ム  
3，270g 
験 acidophilus，St. faecalisの減
の
吐 」 少を示すが，時に両菌群の何れか
(pH) 
一方が増加することもあるものと
い L得る。 
好気 総 菌 Zeissler氏平板培地に於ける
選 E. M. B. 各種菌群の分類成績は表 3(1， 2， 
択 Azide 3)に示す所であるが，全般を通
培 じて藤川E型(L. bi日dus)の検
地i本間 培
嫌気総 菌 
出頻度が高く，藤JIII型E型の検
2.1X 109 
出頻度が少くなっている。これは
6.0x105 児犬であることの特徴であると思E. coli 
1J
藤 
'y 
1.2x10月 われる。向L. bifidusの数も阿
2.0x10円 
ア 藤 J1 片による便秘に於ては著明の愛化
イ 藤 J1 8.8xl08 を示さなし、ものと思われる。 
ス 藤 JI Cl. Welchii類似菌は No.2，フ 
Welchii 1.C 
実
培地 1.5xl08 
No. 4，No. 6，No. 7の阿片投与
腸 球
7.1X 108 後の糞便より比較的多数検出され
た。
他
叉嫌気性総菌数は No. 1は約 
14， ，113 No.2は約 1 No.3は約 1/自表 3の 2. No. 4 ♀ 雑種，茶 
の減少を示しているが， No..4は
験 約 30倍， No.5は約 2倍， No. 6 
生
は約 4倍， No.7は約 20倍の増 
加を示している。
尿 の
(pH) 
即ち，全般的にみて急激な嫌気
メ壬ゴ好 ヌU 総 菌
性菌の増加又は滅少が見られない
E. M. B. 選訳培地 ものと思われる。 
Azide (IT) 老人の便秘に関する
E 
1.6X 108 
6.2x107 
司作
アイス一プ 
培地
R
J
嫌 気 総 菌 
E. coli 
W/
藤川 王 
藤川 E 1.1X 108 
藤川 E 2.4x1β君・
藤 川 
Cl.Welchii 1.0 X 109 
腸球菌 4.2xl07 3.4X 108 1.2x 108 
L. acidophi1us 3.0x108 1.2x 108 
他 6x106 
培本 実験成績
糞便菌叢の菱化及び pH の~化
を一覧すれば普通に便通ある老人
は表 4，便秘あるものは表 5の如
くである。市表 4の最初の 2名と
表 5の最初の 2名とは同じ日に行
った実験成績である。
その後の各 2名宛の組は同じく 
同時に行った実験成績を示したも
のである。従って厳密に成績を比
較するためには各組をとって比較 
l
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表 3の 3. No.5 雑種，薄茶 5，410g するのが適当である。
験 日 I 19/IV吋 1週目|ゐ云 3週白 然し，第 4，第 5表の成績を通1

覧すれば極めて明瞭に便秘老人群
の糞便の特徴を見出すことが出来
る。
即ち，糞便pHは便通のある群
実
状(正 常|便秘，不消l便秘，不消l便秘，不消 1寅灰色|化，黒褐色町，呆褐色|化，黒褐色 
(6.0) I (5.8) I (6.2) I (5.8) 
4x107 1 4x106 1 1.9X108 1x山 
4.x10s I 4x106 I1.2x10月 I1.4x106 
1.3x108 
地 I~~~伊 110×附 |43 ×ω|7×109 14x107 I1.5x108 I 6x107 I 4x109 
性
好
選択培地
菌
培
E. M. B. 
木
(pH) 
総
間
の
ぷ己主
ヌU
尿 
に於ては， pH6.2--6.6であり，

I7.1x106 ' 2x106 I8.4x105 便秘のある群に於ては pH7.2~ 

7.6であった。
Azide 
糞便菌叢に於ては，便通のある
嫌気総 菌 数 |28×109 I2.0x109i79×109[51×109 群に於ては E.coli，St. faecalis， 
E.coli 8.2x106 I3.1x106 I6.7x106 I4.1 x10s L.acidophilusの数の比に若る、 
藤川 I 1.3 X 109 I8.0 X 108 I6.0 X 109 8.0xlOS しい相違を認めず，便秘のある群

藤川 1.6 X 107 I 6.0 X 10 8.2x108 に於ては E.coliの比較的多数と
 '7 E 
藤川 m 3.2x 108 1.8 X 108 I1.2 X 109 3.0x 109 L.acidophilusの著明な減少を
 
藤川lV 認めている。

Cl.Welchii この関係は図 1の如〈棒グラフ

腸球菌 1.2x 10耳 1.5X 108 にて示せば極めて明瞭に了解する

L.acidophilus 1.6x 10Q 1.0x 109 6.0x108 2.0x108 

他 3.8x 106 
ことが出来る。
 
表 4. 毎日便通のある老人の尿中細菌数 
ツアイスラ
1
培地 
25/百 
1x10S 
4xl07 
2x1088 x 108 11.9 X 109 
4.8x108 
03n uτi×qL噌i
1x107 
5x107 
4・'x107
他
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表 5. 便秘ある老人の尿中細菌数
三1 験~8126j四 I 2開 I3川|川 110jVI I10jVI 
藤代浜士是正時郎jJ-1吋く恥り|鴇田己う柳8)(6 ~ 1"~'é~-l) /I 久崎さく5i早(見ょ63う〉子l|杉村さく氏 """c~~
名，年令 (76)(74) I(63) (72) 
通褐
7. 25 7. 257. 10 7. 177. 17採取月日 31.6. 26 6. 26 7. 3 7. 3 7. 10 
4T. 2 T. 3 T.5 T. 3 T.便秘日数 3 T. 3T. 3 T. 6T. 3 T. 
普茶 J 硬，暗潟 
尿
所 見ご長音色 喜硬，暗褐硬，暗褐喜劇易硬，暗褐 硬，暗褐 硬，暗褐 硬，暗褐
7.2pH 7.2 7.2 7.2 7.6 7.2 7.4 7.47.6 
9一恒数[6.5X1M三些竺引円九竺生~_X 1011竺些竺副土108恒三10 
選/E. M. B，/5.5X10812.3X108I 1.8x10815.8X108/3.2x109/1.2X1010/2.7X109i3.0X109/1.8X問 2.4x10司
自Azide 12.2x1051 8x川 3.2x川 5x川 8x川 2.6ωχ似刈1 伊818.4似刈1川0州 7.4x10 ωX
地刷也|井木;間培地|防2.4x106I2x10'1同 伊 2.4x1065.2x10 伊 3.0x10516x1051川1. び 2.0x104例円 が 8.ω.βOx1041凶 伊例引|同 例引 2.4x 1061同 伊例円 伊 4x1061戸 伊 
嫌
j
気総菌数l4x川川…7x叫85x川8.3x叫 1x川7.6x川 1x川6.3x10州同1. 916.5x109 
E. coli 13.8x108¥2似 1が11.0x10刊 6X109[5X109!1.7x109[4.0X109(6.7x109[4.0X109[4似 109
藤川 111.2x10'313.2X1081 - 19.2x1071 13.4x1081 1.2xl081 8:;<107 
')11藤川 n13.4x 1081 5x 10815.4x 10815.8x 10813.4x 1081 2x 10811.1X 109 !1.2x 1091 1.2x 10911.1x 109 
ア iPelotonlPelotonlPelotoniPelotonl 1 PelotonlPelotonlPeloton 
11藤川 m 1 _:_ 1 - 1 1.8x 1伊 11.9X10911.8X10911.6X1091 - 1 6x10818.6x10811.2X1伊
ラ|藤川百 12.Ox10雪16.Ox108¥ - 1 - 1 - 1 3x1091 - 1 - 1 - 1 8x108 
.1"， f'.1.1"，ro."^1 .，A. 
~/'-LVIV/'-LVI7^1 _，.^7^1 _，_A'I^，_，_^"^1• _，.^ n Welchii(I~'V/LVI~'V/'-LVI ~/'-LVI~'V/'-LV :I ~/'-LVI v ，， ~vl v ，， ~vl闘1~;'L1 ..~12.0x10614.0x1061 4x1012.0x101 6x1071 2x1071 4x1071 6x1071 6x10711.
地l腸球菌 13.0x10811.0x10円12x1が12.4x10911x10913.8x1091 2x10912.3x109 
J 1Cl. )n1 "^1 n..' ^"1 1 8x108，..， 
L.acidoサ
価
。hilusf
1 - 1 - 1 - I- I- I2x叫-1 12.8x1伊 
図1. 老人性の便秘に於ける腸内菌群の~化 の群に於て F.n型及び F.百型菌の検出
'1) 毎日便通ある老人の採取の細悶比率 率が多く， F. n-の内容としては便秘の群
中 Peloton今津菌の明らかに見出された
噌 
山間数(対数 
中 
nunUGong'CURdA
SA--14--
もの 7例，毎日便通のある群では 3例に 
Peloton菌を認めた。
叉便秘の若手では 4例に F.lV型菌を，便
)K .-唱 。  
フ 
A 
4語 通のある群では 2例に F.lV型菌を検出し
J H 
， 
4 
刀 M ' ι 7こ。
困古 特に著明なのは便秘の群は制作 Cl.
亡コ SI.faeCalis Welehii類似菌を検出したが，毎日便通の
(2) 促泌ある老人の尿中の細mttネ 
園醐 L・acidophilusある群ではすべてこの菌の検出を認めなか
繭数(対数M987654321 
ったことである。
第 6章者 察
) K - m  
便秘の原因として挙げられているものを
塩谷氏(14)の綜説する所に従って要約すれ
ば次の如くである。
(1)排便意のあった時これをこらえ叉は
Zeissler氏平板に表われた嫌気性菌総数を比較 怠たった場合，糞{更が大腸内に残留し，水分が吸収
すれば，便秘の群は何れの組に於ても便通のある群 され硬い糞塊を作る。屡々直腸の刺激感受性が減少
よりも多いことが知られる。嫌気性菌の内容も便秘 して単純性の便秘を起してくる。
7.4 
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(2)栄養価高く，少量の食品がよく吸収され，水 癖にもか Lわらず，強く抑制されるとしづ。
分の摂取量が少い時。 向，鉛中毒の場合も阿片の場合と同じく頑固な便 
(3)強い下剤を習慣的に用いた場合。 秘を発生せしめるが，鉛の神経系侵犯機序は不明で 
(4)直腸から糞便を外へ圧出する力が減弱した場 あると L、う。
合，これには多くの原因が考えられるが， (司横隔 以上の記述から知られる如く阿片による便秘の現
膜の無力化(病気による衰弱，老人)， (b) 腹筋の類、 象は事実であるが，そこに現われた便秘の状態は特
力化(頻回の妊娠，肥幹，腹水，衰弱，老人)， (c) 殊なものであると思われ，之れに反して医学的所見
匹門挙筋の無力化(妊娠，分娩，内臓下垂，アトニ の乏しし、老人の便秘は主として上述 (4)中の何れか
体ー質)， (d) 腸のアトニー及び下垂(栄養障害，老 の原因による比較的自然に発生した便秘で、あると考
衰，賛血，坐業，運動不足〉等が挙げられ，老人性 えることが出来る。
便秘の多くはこれ等の原因によるものと思われる。 実験結果からみても，児犬に於ける阿片投与実験 
(5)腸の反射運動の欠乏，植物神経系殊に副交感 に於ては糞便pHの低下を認めたものが多く，たど
神経の異常，胸腰髄交感神経の興奮などが関係す 1例に於て pH7.0になっているのみである。一般
る。脊髄虜による便成，馬尾の損傷による便秘等が に児犬であるために糞便菌叢としても Lactobaci1-
知られてしる。 lus群が多く，もともと弱酸性便を示すものである 
(6)腸内容の前進を妨げる機能的斐化 が，便秘によって殆んど pHの上昇を見なし、ことは
腸の癒着，盲腸部，上行結腸，左右結腸曲に於け 胃液分泌過剰を示すものであろうと思われる。
る通過障害，炎症，腫麿等による狭窄等が挙げられ 阿片の作用機転が複雑であって，作用程度が個体
る。 差のあるものであると考えれば，阿片の胃液分泌の 
(7)胃酸過多症の場合，十二指腸潰療などの場合 促進も不定であって，実験犬全体につき統一され得
に見られる。 ない成績となったのもやむを得ない事柄であろうと 
(8)鉛中毒，モヒ中毒の場合頑閏な便秘が見られ 息われ，かえってこの不統一性が児犬に於ける阿片
る。 便秘の特徴であるとも考えられる。
阿片投与による便秘の機転は腸の反射運動の抑制 糞便pHが7.0になった 1例に於ては E.coliが
であると考えられている。横行結腸下部 213以下と 増加し， L.acidophiusが減少していた。
下行結腸とは薦髄より来る副交感神経幹なる骨盤神 糞便 pHが 4.8となった 1例ではE.coliが減少
経によって支配せられるに反し，それより上部及び し， L.acidophilusが増加を示しているのは胃液
上行結腸は狭義の迷走神経によって支配されている 酸度の影響を示しているものと考えられる。
と考えられてし、る。骨盤神経は第 2，3，4薦髄から 老人の糞便菌叢に於ける所見は極めて統一された
出ており，胸腰髄部の交感神経が下腹神経叢に合 成績を示してしる。これは老人の便秘は神経系支配
し，こ Lで下腹神経は骨盤神経からの副交感神経に の便秘というよりは，一般体力及び腸管機能の自然
合する。これ等の神経は大腸其の他骨盤内臓器に分 低下に基くものであることを示すものであると思わ
布するもので，交感神経は結腸の運動に対して抑制 れる。
的に作用し，特に括約筋の神経に分布してしら。 即ち， Orla-]ensen氏等の述べた如<，胃液・謄
かくの如く錯雑した神経支配下に於て阿片の神経 液・腸液等の分泌不足による外界菌の腸管内下部侵
系麻埠効果がどの神経系統に強く現われるかは不明 スと，不消化蛋白質の大腸内滞留とに起因して腸管
であり，薬物量を加減することによる便秘作用効果 内腐敗の起り易し、状態である所へ，更に便秘が起き
の調整は極めて困難であるものと思われる。腸管白 た場合には腸管内腐敗が高度となり，糞便pHは上
体には縦走筋と輪状筋との間にアウエルパツハ神経 昇 L，糞便菌叢は嫌気性菌が増加し，特に Cl.
叢があり，粘膜下にはマイネル神経叢があり，之等 Welchii類似菌の増加が著明であり， E. coliが増
は腸の自動中枢と見倣されているが，これ等の神経 加し， L.acidophilusの、減少が著明であり，腸内
叢は阿片によって麻痔せしめられるものと考えられ 腐敗進行の状態を示してくるものと思わる。
ている。実験的に阿片の作用は迷走神経麻埠による 糞便菌叢の~化の検査手技について一言すれば，
胃液分泌抑制弛緩作用により，胃液分泌量が過大と 多数の平板に発生した多種類の集落を分別計算する
なるとし、う。然し，腸液，牒液の分泌は迷走神経麻 とL、う立場からして，夫々の選摂培地を用いて同時
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に検査し，各種平板に夫々現われてくる比較的種類 あり，しかも信頼度の高い成績を得ることが出来る
の少し、目立った菌株のみを比較検討する方が簡便で ものと思われる。
第 7章総 括
便秘の場合の糞便菌叢の特徴を知るために 2の実験を行った。その成績を総括すれば次の如
くであるO 
1) 実験 1は児犬に 1%濃度の阿片チンキを胃カテ戸テルにより毎日適当量を与え，便秘を
生じたものについて，阿片投与前 1回と投与後 3回にわたって糞便を採取検査したものであ
るO 全実験期間生存したのは 7匹である。実験に際し食餌の一定性と飼育環境の適正には出来
るだけの注意を払った事は言うまでもなし'0 
2) 糞便の pH値は弱酸性に傾くものが多く，著るしい pHの低下例は 1例， pH 4.8とな
り，其の他の 5例は pH5.8"，-， 6.4であり， 1例のみ pH7.0となったO 
3) 糞便菌叢の変化は，選択培地による成績から E.coli，Strptoc. faecalis， L. acido-
phi1usのみを比較してみると，一般に全菌株とも減少の傾向を示し，減少程度の大なるもの
は， L. acidophil usであったO しかし， pH 4.8の糞便では E.coliが減少し， L. acido-
phi1usが増加を示した。 pH7.0の糞便では， E. coliが増加し， L. acidophilusの減少が
著明であった。 Zeissler氏平板所見は一般に L.bifidusの検出率が高く，便秘高度のものに 
Cl.Welchii類似菌が検出された。 
4) 阿片を投与した児犬に於ける糞便菌叢の不定性は，阿片の腸管神経系に対する麻庫発現
程度の相違が適当に調整し得なかったことによるものと思われるO 特に胃液分泌の阿片投与に
よる不抑制現象が与っているものと考えられる。 
5) 実験2は某養老院に於ける在院老人について，毎日便通のある健康な老人と，習慣性便
秘の認められる老人との各 10人について糞便菌叢の変化を研究したものである。老人達の食
事は一定であることを確め，被検者には特に食事以外に薬物等を段取しないようにしたもので
あるO 
6) 糞便 pHは 3 5日の便秘の 10例全部が毎日便通のある 10人に比較してアルカリ側の"，-， 
.変化を示した。即ち便秘のある群では pH7.2"，，7.6であったが，毎日便通のある群では pH6.2

.，6.6であったO
 
7) 糞便菌叢については明らかな相違を示した。即ちE.coli，St. faecalis，L. acidophi1us 
について見るに，毎日便通のあるものに於ては略平均した各菌群の存在が認められたが，便秘
のものに於ては E.coliの比較的増加と， L. acidophil usの著明な減少が認められたoSt. 
faecalisには著明な変化が認められなかった。 
Zeissler氏平板所見によると，嫌気性培養による総菌数は便秘の群に於て常に多数であり，
比率に於て便秘群の藤JfII菌群の増加が認められ， Peloton今津の検出率お便秘群の方が多か
った。尚便秘群に於ては全例に Cl.Welhii類似菌が検出されたが，毎日便通のあった全例に
同菌は殆ど検出されなかった。
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8) 上の老人に於ける便秘は神経系統の変調によるものというよりは，消化管の無力化，体
力の低下，運動不足等より来る単純性のものと思われ，糞便菌叢の変化に於ても統一された結
果の現われるのはその一証左と考えられるO
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